
メニュー3：
所要時間＋渋滞増減傾向の表示

メニュー１：
情報板位置から渋滞先頭までの所要時間表示（交互表示）

メニュー2：
任意の目的地までの所要時間を表示（渋滞情報などがない場合）

メニュー4：
新案内標識の表示内容（例）
ジャンクション分岐予告標識
（高速神奈川1号横羽線/金港JCT）

一般道路上で、
首都高速道路の
入口を案内する
標識です。入口
名や入口までの
距離と方向、そ
の入口から行け
る方面を案内し
ています。

入口近くの
街路に設置
されていて、
入口の閉鎖
状況や、首都
高上の渋滞
状況をお知
らせしていま
す。

街路情報板

入口誘導案内標識 本線分岐案内標識

パーキングエリアを案内し
たり、有名な施設をお知ら
せする標識です。

本線上で、出口を案内する
標識です。出口直前と手
前2カ所に設置していま
す。

ジャンクションで行ける方向を案内する標識です。分岐
直前と手前2カ所に設置しています。

その他の案内標識

所要時間表示板

ジャンクション手前や、出口手前など
で、主要な地点までの所要時間をお
知らせしています。

図形情報板／図形所要時間情報板

ジャンクション手前など、複数
の経路が選べる場所に設置
されており、首都高の道路網
を模式的に示したものです。
文字では伝えきれない、より
広い範囲の交通状況をお知
らせしています。

文字情報板

出入口・ジャンクション分岐の手前に設置されていて、そ
の先のルートの渋滞や所要時間、安全情報なども文字
でお伝えしています。

ぶんきよこくひょうしき

出口案内標識 ルートマーカー

風速表示板首都高ナビ／首都高ナビパネル

大型の液晶モニターや
パソコン端末を使って、
現在の首都高の交通状
況をお知らせしていま
す。

路線名と路線番号で走行
路線を知らせる標識です。
本線上の約1kmごとに設
置しています。

首都高の渋滞の状況を
シンボルマークで表しています。

「　 」 渋滞が増加傾向にある時
「　 」 減少傾向にある時

信号が赤の時は、トンネ
ル火災等の恐れがあり
ます。
必ずトンネル手前で停
車してください。

トンネル警報板と信号機

トンネル入口付近に
設置され、トンネル内
の火災や事故などの
危険をお知らせして
います。

渋滞末尾情報板
まつ び

ゆうどう

渋滞の車列の後尾に追突す
る事故を防ぐために、すぐ先
の渋滞状況をお知らせして
います。

VICS

VICSに対応したカーナビで、首都
高の交通状況などを文字や図形で
お知らせしています。

風向風速計の
データにより
高い橋梁上に
瞬間最大風速
を表示します。

インターネットでは、道路交通
情報や経路・所要時間のご案内
をしています。

首都高ホームページ

http://www.traffic-ch.jp/

http://www.traffic-ch.jp/m/
■経路・所要時間案内 モバイル版

■首都高ホームページURL

現在地から渋滞の先
頭地点までの所要時
間が表示されます。
（渋滞の長さと所要
時間とを交互に表示
します。）

渋滞などの情報がな
い場合には、主な目
的地までの所要時間
を表示します。
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車の通行台数や速度などを測るた
め、車を感知します。本線上に約
300mごとに設置しています。

高い橋梁上など強風の生じやすい
場所に設置します。

分合流部、曲
線部など主な
地点および本
線上にテレビ
カメラを設置
し、交通状況
の画像を送信
します。 非常時に管制室に連絡するため、

本線上約500m間隔、トンネル
内では100m間隔に設置してい
ます。

非常電話が近くにない場合や、車
外に出られないときの通報を携帯
電話から交通管制室にします。

首都高を24時間体制で定期的に
まわり、交通事故・故障車などの
情報は無線で交通管制室に送られ
ます。

［管制員］交通状況表示板に
表示された渋滞情報やテレビ
カメラなどから事故、故障車
などの交通状況を判断しま
す。その判断に基づき警察、
消防などへの要請、パトロー
ルカーの出動、関係機関への
通知などを行います。また、
必要に応じ情報板へ表示する
情報を直接入力します。

各車両感知
器から送ら
れてくるデー
タを1分ごと
に集計し、交
通量、速 度
などを計算
します。

異常気象時
積雪・凍結・台風

地震発生時
震度5強以上

大事故発生時
死亡事故・車両火災等

神田橋  まで　20分
江戸橋 まで　20分

板橋JCT まで　20分
  高井戸 まで　25分

改善前

改善後

車両感知器 風向風速計 交通管制用テレビカメラ 非常電話 携帯電話からの通報

料金所

パトロールカー

交通管制員と管制操作卓

交通状況表示板交通管制用カメラモニター 交通管制室コンピュータールーム

交通管制システム
最初のステップは
「集める」です

次のステップは
「処理する」です

最後のステップは
「伝える」です

首都高の案内標識

道路交通情報の提供事例

わかりやすくなった情報の表示内容

わ た し た ち の く ら し と 住 み よ い 国 土 シ リ ー ズ

［監修］全国小学校社会科研究協議会

警察・消防

パトロールカー

料金所

日本道路交通情報センター

自動
かいにゅう

手動介入
かいにゅう

首都高の安全運転を支える
交通管制システムと道路交通情報

２４時間って、
一日中休みなしということだから、

すばらしいことよね！

パーキング
エリア内に設置された「首都高
ナビ」などによっても、最新の情報

が得られるのよね。 

日本語だけでなく、
ローマ字でも表示して
あるので、外国の人にも
分かりやすいね。

異常気象の時や
大事故が発生した時、地震の時など、
管制員はどうしたらよいか、
判断が大変だろうね。 

これまでは、
お知らせがない場合、真っ黒
だったスペースの有効活用にも
取り組んでいるんだってね。

また、次々集まってくる
大量のデータをすばやく処理して、

1分ごとに情報板を使って、「首都高の今」の
交通情報を提供しているんだ。

交通管制システムは、
大きく分けて情報の収集・処理・

提供の３つのブロックからできているよ。
まず、さまざまな方法で、２４時間１００万
台を越える交通量に関するデータを

集めているんだ。

首都高では、入口や
本線上の文字情報板、図形情報板、

所要時間表示板、入口付近に設置された街路情報板
などによって、必要とされる情報を

提供してきているよ。

「行き先や路線を選ぶのに分かりやすい
情報がほしい」という、利用者のニーズ（必要）に

応えて、設置されてきているよ。

主立った所まで
必要な時間も表示
されるから便利よね。

情報提供は、場所に
応じて様々なツール（手段）で行って
いるよ。インターネットや携帯サイトでも
経路（行き先や路線）や所要時間
（かかる時間）などを案内

しているんだ。

車の流れを良くするためと
事故を防ぐために、標識でもいろいろな

情報をお知らせしているんだよ。標識の色は自動車
専用道路が緑、その他は青というように

区別しているよ。
「渋滞距離情報より目的地までの

所要時間情報がほしい」というような利用者の
ニーズが、より見やすく、より分かりやすく、
正確な道路交通情報サービスの提供に

つながってきているんだ。

こた

おも だ

けいたい
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かんせいいん

きょうりょう
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